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浜田市行財政改革推進委員会委員の意見等（事前受付分） 

浜田市行財政改革実施計画 令和 6年度実績令和 7年度計画（案）に対

するご意見、ご質問 

 

質 問 回 答 

中期財政計画に基づく事業実施 

（資料 1 P56） 

 

 国や県などの財政対策による影響でよ

り厳しくなると思われるので、これまで

以上に令和 7年度、令和 8年度と考えて

いって欲しいと思います。 

ご意見いただいたとおり、引き続き国や県など

の動向を踏まえた上で、中期財政計画を策定し、

将来に責任ある持続可能な財政運営の実現に努

めてまいります。 

自治体健全化法への対応 

（資料 1 P57） 

 

令和 7年度の計画において「健全化判

断比率の算定については、6月に令和 6

年度決算に基づく健全化 4指標を算定。

9月に令和 6年度健全化 4指標を議会報

告、住民公表を行う予定」との事で、今

後何が起こるか分からないので、厳しく

見ていって欲しいと思います。 

 健全化 4指標については、令和 6年度決算を踏

まえて算定しているところです。 

引き続き財政の健全化に努め、一層の比率改善

を目指してまいります。 

広島プロジェクト推進事業費の見直し 

（資料 1 P58） 

 

広島駅の新駅ビル「ミナモア」がで

き、路面電車が駅ビル 2階に乗り入れで

きるようになるとの事で、人が増えてよ

り活気が出てくると思います。 

浜田市は広島に隣接しているため、広

島に対しての PR方法を考え、より浜田

市のことを PR していって欲しいと思い

ます。 

 

 広島駅につきましては、新しい駅ビルに加え、

ミナモアが本年 3月にオープンし、インバウンド

の利用も好調で、広島駅周辺の活性化に大きく貢

献していると伺っております。 

島根県観光連盟石見事務所が、昨年実施した観

光データ分析によると浜田市などの石央地区へ

の来訪者については、宿泊・日帰りとも広島県が

最も多いという調査結果が出ており、広島をター

ゲットとした誘客等の取組が重要であると認識

しております。 

浜田市は島根県内の市町村で唯一、広島に事務

所を構えており、浜田産品の販路開拓や企業誘

致、観光誘客等の活動を行っております。 

今までも、広島市内で浜田の食のイベントや各

資料 4 
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質 問 回 答 

種フェア、観光誘客や合宿誘致等の活動に取り組

んでおりますが、今後も島根県観光連盟石見事務

所や広島広域都市圏の他の構成市町とも連携し

ながら、引き続き浜田市の PR を進めてまいりま

す。 

市有財産の利活用 

（資料 1 P64） 

 

 令和 7年度の計画で、「国民宿舎千畳

苑の売却を図る」とありますが、市とし

てお金をかけず継続していくことはでき

ないでしょうか。 

 施設を長期間維持するためには、やはり定期的

に改修や設備更新などの費用がかかりますし、経

営ノウハウも必要になります。 

 市としては、民間事業者の経営ノウハウを活用

し、さらなるサービス向上を期待し、10 年の用

途指定をつけて施設を売却することとしました。 

市税の収納率向上 

（資料 1 P66） 

 

現年度の滞納者に対して早期催告、財

産調査を徹底しておこなってほしい。 

 

令和 7年度計画にも記載のとおり、現年度の滞

納者に対して早期催告、財産調査を徹底して行う

方針です。 

具体的には、納付期限を過ぎた方に対して、20

日以内に督促状を発送し、それでも納付をしてい

ただけない方に対して、全件へ電話催告を行って

います。 

また、電話に応対いただけなかった方に対して

は、SMS（ショートメッセージサービス）で納付

をお願いしております。その他にも、預貯金照会

もオンラインにて行っており、以前より早急な預

貯金調査や滞納処分を行うことができておりま

す。 

ふるさと寄附の推進 

（資料 1 P67） 

 

 温暖化により海水温度が上がり、のど

ぐろが取れなくなっているのではないか

と思いますが、返礼品に影響はないので

しょうか。 

 

浜田市では、令和 6年度、全国のみなさまから

14 億 1,000 万円もの多くのご寄附をいただきま

した。 

 令和 6 年度の返礼品カテゴリーランキングに

おいて、水産物が全体の約 60％を占めておりま

す。その中でも「のどぐろ」は 35.9％を占め 1位

となっております。一方、水揚げ量は令和 5年度

178ｔから令和 6 年度 152ｔと減少しており、魚

価単価は年々高騰している状況です。 

 そのことにより令和 6年度において、返礼品の

価格を値上げされた事業者もあり、寄附件数及び

寄附額が減少しております。 

よって、少なからず水揚げ減少の影響は受けて

おりますが、引き続き、事業者の協力を得て「の

どぐろ」の返礼品確保を図るとともに、他の水産
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質 問 回 答 

加工品や水産物以外の人気返礼品の新規開発を

行い、寄附額増加に向け取り組んでまいります。 
 


